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・入札辞退理由が、①価格的に難しいこと、②配送状況の追
跡・確認、配達時刻指定等の要件を満たせないこととある
が、こうした条件は、業務遂行上そもそも必要なものなのか。
宅配業者は複数有るので、条件を緩和すれば一者応札の解
消は出来るのではないか。

・次回以降の契約締結時に少しでも有利な交渉にするために
も、運用保守契約内容や利用実績を把握しておくとよい。

・現状を確認して、必要な条件を精査し、次期入札で条
件の緩和が可能か検討する。

・運用保守委託とはどのような内容なのか。年間契約が必要
なのか。

・システムの操作方法の問い合わせ対応や簡易なプロ
グラムの修正等である。年間契約を締結しない場合、
個別スポット対応となるが、かえって高くつく可能性が大
きい。

・著作権の問題がある既存のシステムについては、一者応札
の改善は難しいのではないか。

・ご指摘を踏まえ、契約内容を再精査するとともに、利
用実績についてもしっかりと把握していく。

「平成25年度宅配便等配送業務の委託」

・システムの著作権を開発業者が保有しており、入札辞
退も著作権を理由としたものになっており、一者応札の
解消は難しい状況である。

中川幸雄（JILPT監事（非常勤））

【案件 ２】

１．平成２５年３月１６日～平成２５年９月１８日に契約締結された案件
２．平成２５年９月～平成２６年３月に契約締結予定の案件

下記のとおり

「平成25年度経理システムの運用保守業務の委託」

意見・質問

１．一者応札・一者応募案件（平成２５年３月１６日～平成２５年
９月１８日契約締結）

平成２５年度 独立行政法人 労働政策研究・研修機構 第１回契約監視委員会議事概要

開 催 日 及 び 場 所
平成２５年９月１９日 （木）10：55～ 11：40
独立行政法人 労働者健康福祉機構18階会議室

委 員

１．競 争 性 の ない随 意 契 約
（平成２５年３月１６日～平成２５

年 ９月 １８日 契 約 締 結 ）

２．一 者 応 札 ・一 者 応 募
（平成２５年３月１６日～平成２５

年 ９月 １８日 契 約 締 結 ）

審 議 対 象 期 間

回答

意見・質問

下記のとおり

機構側から、審議案件について契約概要を説明し、全体をご審議いただいた。

委員からの意見・質問、それに対
する回答等

回答

【案件 １】

平成25年度第1回契約監視委員会が、平成25年9月19日（木）、労働者健康福祉機構18階会議室において

開催されましたので、その議事概要についてお知らせいたします。



意見・質問 回答

【案件 １】

２．契約事前点検（平成２５年９月～平成２６年３月）

前年度より随意契約、一者応札とも減少し、継続的な努力によりかなり改善がなされている。引き続き努力していただき
たい。

・経理システムと異なり、組織統合を待たずにリプレースする
のはなぜか。

・本システムのサーバは契約開始より5年を迎え、来年
度以降、保守契約を結べなくなること、現行システムの
O Sが来春マイクロソフト社によるサポートが終了する
W indow s XPまでにしか動作保証していないため、技術
的な側面によりW indow s7に対応するシステムへのリプ
レースを実施するもの。

人事・給与システムのリプレース（5年保守及び環境構築等）

3．委員最終意見

新図書館管理システムの調達・環境構築・運用保守管理（5
年）等業務委託

・総合評価落札形式による評価基準と評価基準表の構成が
わかりにくいので、修正した方がよいのではないか。

ご指摘を踏まえ修正の上、入札参加業者がよく理解で
きるよう仕様の説明を行う。


